こぎつ ね こん ざぶ ろう 

雪 渡り その 一 (小 狐の 紺 三郎) 

雪が すっかり 凍って 大理石よりも 堅くな リ、 空 も 冷 

なめ 

たい 滑らかな 青い 石の 板で 出来て いるら しいので す。 

かた ゆき 

「堅 雪かん こ、 しみ 雪 しんこ ご 

ゆ リ におい ま また 

お日様が ま つ 白に 燃えて 百合の 句 を 撒きち らし 又 

雪 を ぎら ぎ ら 照ら しました。 

か しも 

木なん かみんな ザ ラメ を 掛けた ように 霜で ぴかぴか 

して レます 

「堅 雪かん こ、 凍み 雪 しんこ ご 

ゆきぐ つ 

四郎 とかん 子と は 小さな 雪沓 を はいて キック キック 



ほしい ご と 二人 は 森へ 向いて 高く 叫びました。 

しばらく しいんとし ましたので 一 一人 はも 一 度 叫ぼう 

として 息 をのみ こんだ とき 森の 中から 

「凍み 雪 しんしん、 堅 雪かん かんご と 一^いながら、 キ 

シリキ シリ雪 を ふんで 白い 狐の 子が 出て 来ました。 

四郎は 少しぎ よ つと してかん 子 をう しろに かば つ て、 

し つ かり 足 を ふんば つ て 叫びました。 

「狐 こんこん 白狐、 お 嫁 ほしけ リゃ、 とって やろ よご 

すると 狐が まだ まるで 小さい くせに 銀の 針の ような 

おひげ を ピンと 一 つ ひねって 云いました。 

「四郎 はしん こ、 かん子 はかん こ、 おら はお 嫁 はいら 



い。 今度 月夜に 雪が 凍ったら きっとお いで 下さい。 

さっきの 幻燈 を やります から ご 

そこで 四郎 とかん 子と は 

「堅 雪かん こ、 凍み 雪 しんこ ご と 歌いながら 銀の 雪 を 

渡つ ておう ちへ 帰りました。 

「堅 雪かん こ、 凍み 雪 しんこ ご 

ゆきわた 

雪 渡り その 二 (狐 小学校の 幻燈 会) 

ひ かみや ま 

青白い 大きな 十五夜のお 月 様が しずかに 氷の 上 山 か 

ら 登りました。 



たいな ご と 云いました。 

四郎は 困つ てし ま つ て 肩をすくめて 云いました。 

ぉぢ こ、. 

「大兄さん。 だって、 狐の 幻燈 会 は 十一 歳までで すよ、 

入場券に 書いて あるんだ もの ご 

一 一郎が 云いました。 

「どれ、 ちょっと お見せ、 はは あ、 学校 生徒の 父兄に 

らいひん そろ 

あらず して 十一 一歳 以上の 来賓 は 入場 をお 断わり 申し 候、 

狐なん て 仲々 うまく やって るね。 僕 はいけ な いんだね。 

もち 

仕方ない や。 お前た ち 行 くんなら お餅 を 持って行って 

おやりよ。 そら、 この 鏡餅が いいだろ うご 

ゆきぐ つ 

四郎 とかん 子 は そこで 小さな 雪沓 を はいて お餅 を か 



ゝ o _ 

力 」 

「持って います ご 二人 は それ を 出しました。 

「さあ、 どうぞ あちらへ ご 狐の 子が 尤もらし くから 

だ を 曲げて 眼 を パチパチしながら 林の 奥 を 手で 教え ま 

した。 

林の 中には 月の 光が 青い 棒 を 何 本 も 斜めに 投げ込ん 

だよう に 射して 居りました。 その 中の あき 地に 二人 は 

来ました。 

たくさん くリ 

見る ともう 狐の 学校 生徒が 沢山 集って 栗の 皮 をぶ つ 

こと 

つけ 合ったり すもう をと つたり 殊にお かし いのは 小さ 

な 小さな 鼠 位の 狐の 子が 大きな 子供の 狐の 肩車に 
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